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は
じ
め
に

有
司
と
い
う
語
は
通
常
「
役
人
」
と
訳
さ
れ
、
特
定
の
官
職
名
で
は
な
い
。
こ
の
語
が
現
れ
る
の
は
比
較
的
古
く
、
伝
世
文
献
に
お
い

て
は
『
論
語
』「
子
路
」
篇
な
ど
、
春
秋
戦
国
期
の
多
く
文
献
に
見
ら
れ
る
。
出
土
文
献
で
は
、
伝
世
文
献
よ
り
も
更
に
古
く
、
毛
公
鼎
な

ど
の
西
周
青
銅
器
の
銘
文
に
見
ら
れ
る
。
西
周
の
金
文
や
官
制
に
つ
い
て
は
、
張
亜
初
・
劉
雨
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』
一
九
八
六
年
に
詳

し
い
考
察
が
あ
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
訳
し
要
約
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
有
司
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
い
。

　

‌�　

有

は
即
ち
伝
世
文
献
に
お
け
る
有
司
で
あ
る
。（
…
中
略
…
）
司
の
字
は
伝
世
文
献
で
は
主
つ
か
さ
どる

と
訓
む
（『
礼
記
』「
曲
礼
下
」
曰

司
徒
疏
）、
ま
た
、
事
を
掌
る
と
訓
む
（「
掌
事
曰
司
」、『
左
氏
春
秋
序
』「
魯
史
記
之
名
也
」
疏
）、
ま
た
、
総み
な

其
れ
領す

べ
る
と
訓
む

（「
凡
言
司
者
総
其
領
也
」『
礼
記
』「
曲
礼
」
下
疏
引
）、
つ
ま
り
有
司
と
い
う
の
は
事
を
掌
る
人
員
の
総
称
で
あ
る
。

　

‌�　

西
周
青
銅
器
、
仲
柟
父
鬲
の
銘
文
「
師
湯
父
有

）」
は
「
師
湯
父
の
事
を
掌
る
人
員
」
の
こ
と
で
あ
る
。
荣
有

鬲
の
銘
文
「
荣

有

」
は
「
荣
の
事
を
掌
る
人
員
」。
裘
衛
鼎
（
一
）（
五
祀
衛
鼎
）
の
銘
文
「
厲
有

」
は
「
邦
君
厲
の
事
を
掌
る
人
員
」。
裘
衛
鼎

（
二
）（
九
年
衛
鼎
）
の
銘
文
「
顔
有

」
は
「
顔
の
事
を
掌
る
人
員
」
で
あ
る
。

　

‌�　

銘
文
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
參
有

」
の
称
は
、
伝
世
文
献
に
お
け
る
「
三
有
司
」
で
、
こ
の
固
定
さ
れ
た
名
詞
は
特
に
司
徒
、

司
馬
、
司
空
と
い
う
三
種
の
職
官
を
指
す
。
周
王
朝
に
三
有
司
、
地
方
の
諸
侯
に
も
三
有
司
が
置
か
れ
て
い
た
。
青
銅
器
、
夨
令
方

（
1
）

（
2
）

『
漢
書
』
に
見
る
有
司
の
記
述
表
現

― 『
史
記
』
と
の
比
較
か
ら
の
検
討
―

北 

川 

直 

子
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彝
の
銘
文
「
尹
三
事
」、「
舍
三
事
令
」
の
「
三
事
」
も
ま
た
司
徒
、
司
馬
、
司
空
を
指
す
。「
三
事
」
は
ま
た
「
三
事
大
夫
」
と
も
い

う
。
古
は
、
事
と
吏
は
同
じ
字
で
あ
り
、
三
事
は
三
吏
で
あ
る
。

　

‌�　

周
の
官
制
に
は
、
早
期
・
中
期
・
晩
期
で
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
大
き
く
太
史
寮
と
卿
事
寮
に
分
か
れ
、
三
有
司
は
卿
事
寮
に
属

し
て
い
た
。

　

‌�　

史
官
の
長
を
太
史
と
い
う
。（
…
中
略
…
）
太
史
の
地
位
は
比
較
的
高
く
、
西
周
青
銅
器
の
作
冊

卣
の
銘
文
で
は
「
公
太
史
」
と

称
さ
れ
て
い
る
。
公
と
称
す
る
職
は
、
決
し
て
一
般
の
官
吏
で
は
な
い
。
番
生
𣪘
や
毛
公
鼎
の
銘
文
に
は
卿
事
寮
と
太
史
寮
の
語
が

共
に
見
ら
れ
る
。
太
吏
寮
は
太
史
と
そ
の
僚
属
を
指
し
、
卿
事
寮
と
太
史
寮
は
往
々
に
し
て
併
称
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

時
協
力
し
て
西
周
国
王
の
政
務
を
掌
っ
た
主
要
部
門
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
…
省
略
）

こ
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
西
周
期
の
有
司
は
「
事
を
掌
る
人
員
の
総
称
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
有
司
と
い
う
名
詞
は
伝
世
文
献
に

お
け
る
三
公
を
指
し
、
卿
事
寮
に
属
す
る
。
そ
し
て
そ
の
卿
事
寮
と
並
び
周
の
政
治
の
主
要
部
門
で
あ
る
太
史
寮
の
太
史
は
、
史
官
の
長

で
あ
り
、
公
を
称
し
て
、
非
常
に
重
要
な
高
い
地
位
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
西
周
の
官
制
も
、
西
周
か
ら
春
秋
戦
国
、
統
一
秦
に
至
る
ま
で
に
、
食
邑
や
食
田
を
も
つ
卿
、
大
夫
、
士
で
序

列
さ
れ
た
宗
族
の
貴
族
的
官
制
か
ら
、
月
給
制
の
吏
を
中
心
と
す
る
官
制
へ
の
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
と
阎
步
克
は
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が

伝
世
文
献
に
お
い
て
は
、
時
代
や
社
会
制
度
が
異
な
っ
て
も
、
三
有
司
や
三
公
、
太
史
公
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
出
現
す
る
。
太
史
と
史
、

有
司
と
三
有
司
の
違
い
等
に
注
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
同
じ
有
司
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、
社
会
の
変
化
や
個
人

の
個
性
、
つ
ま
り
異
な
る
時
代
・
異
な
る
撰
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま

し
て
、『
史
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
は
、
秦
か
ら
受
け
継
い
だ
様
々
な
制
度
を
、
漢
独
自
の
制
度
に
改
め
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
た
過
渡

期
で
あ
る
。

筆
者
は
拙
稿
「
史
記
』「
封
禅
書
」
考
―
有
司
の
記
述
に
着
目
し
て
―
」
に
お
い
て
、『
史
記
』
に
お
け
る
有
司
の
記
述
に
つ
い
て
分

析
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
有
司
と
い
う
語
が
漢
代
の
記
述
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
太
史
公
自
序
に
、
有
司
と
し
て
の
自
負
を
も
っ

て
『
史
記
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
司
の
記
述
と
『
史
記
』
撰
者
の
視
点
の
近
似
性
に
つ
い
て
指
摘

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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し
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
史
記
』
と
同
様
に
漢
代
の
記
述
を
有
す
る
『
漢
書
』
に
お
い
て
、
有
司
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
記
述
の
中
で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
う
し
た
記
述
に
、『
漢
書
』
の
撰
者
の
、
思
想
や
著
述
傾
向
に
つ
な
が
る
特
徴
的
表
現
や
、『
史
記
』
と
の

記
述
表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。

一
、『
漢
書
』
全
体
に
お
け
る
有
司
の
出
現
傾
向
と
そ
の
内
容

ま
ず
、
漢
書
全
体
に
お
け
る
有
司
と
い
う
語
の
出
現
傾
向
と
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
。

『
漢
書
』
に
は
、「
有
司
」
と
い
う
語
が
二
百
二
十
六
箇
所
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
帝
紀
が
四
十
四
箇
所
、
表
が
二
箇
所
、
志
が
三
十

四
箇
所
、
伝
が
百
四
十
六
箇
所
で
あ
る
。（
文
末
資
料
一
参
照
）

帝
紀
四
十
四
箇
所
の
う
ち
、
高
帝
・
恵
帝
・
高
后
紀
を
除
く
、
各
帝
紀
に
有
司
と
い
う
語
は
ほ
ぼ
均
等
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。『
史
記
』
は
通
史
、『
漢
書
』
は
漢
一
代
の
断
代
史
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、『
史
記
』「
本
紀
」
で
は
「
孝

武
本
紀
」
と
「
孝
文
本
紀
」
に
有
司
の
記
述
が
集
中
し
て
い
た
の
に
比
べ
、『
漢
書
』
は
そ
の
趣
む
き
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
文
を
抜
粋
し
て
示
す
よ
う
に
、
皇
太
子
や
皇
后
の
存
立
、
税
制
、
官
吏
登
用
、
外
交
・
軍
事
、
刑
罰
、
祭
祀

に
関
す
る
も
の
等
非
常
に
幅
広
い
。
例
文
を
抜
粋
し
て
示
す
。

［
帝
紀
四
十
四
箇
所
の
一
部
を
抜
粋
］

な
お
、
抜
粋
し
た
文
に
は
、
現
代
語
訳
、
篇
名
、
筆
者
の
判
断
に
よ
る
内
容
の
分
類
を
附
し
た
。

　

‌�

正
月
、
有
司
請
蚤
建
太
子
、
所
以
尊
宗
廟
也
。（
正
月
、
有
司
が
早
く
太
子
を
建
て
る
よ
う
請
う
た
。
そ
れ
が
宗
廟
を
尊
ぶ
こ
と
で
あ

る
と
。）「
文
帝
紀
第
四
」
太
子
皇
后
の
存
立

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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‌�

先
是
吏
多
軍
功
、
車
服
尚
輕
、
故
爲
設
禁
。

惟
酷
吏
奉
憲
失
中
、
乃
詔
有
司
減
笞
法
、
定
箠
令
。
語
在
刑
法
志
。（
こ
れ
よ
り
さ

き
、
吏
は
軍
功
多
く
、
車
や
服
装
に
つ
い
て
は
な
お
軽
易
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
禁
止
事
項
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
思
う
に

酷
吏
は
憲
を
行
使
す
る
に
中
正
を
失
し
て
い
る
。
そ
こ
で
有
司
に
詔
し
て
笞
法
を
減
ら
し
箠
令
を
定
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
刑
法

志
に
記
し
た
。）「
景
帝
紀
第
五
」
制
度
刑
法

　

‌�

有
司
奏
請
置
武
功
賞
官
、
以
寵
戰
士
。（
有
司
は
武
功
の
賞
官
を
置
く
こ
と
を
奏
請
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
戦
士
に
恩
賞
す
る
こ
と
に
し

た
。）「
武
帝
紀
第
六
」
官
吏
登
用
恩
賞

　

‌�

有
司
奏
請
減
什
三
、
上
許
之
。（
有
司
は
十
分
の
三
を
減
額
す
る
よ
う
奏
請
し
、
主
上
は
こ
れ
を
許
し
た
。）「
昭
帝
紀
第
七
」
税
制

　

‌�

匈
奴
呼
韓
邪
單
于
款
五
原
塞
、
願
奉
國
珍
朝
三
年
正
月
。
詔
有
司
議
。（
匈
奴
の
呼
韓
耶
単
于
が
五
原
郡
の
塞
の
門
を
叩
き
、
国
の
珍

宝
を
奉
じ
て
三
年
正
月
に
朝
賀
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
有
司
に
詔
し
て
、
審
議
さ
せ
た
。）「
宣
帝
紀
第
八
」
外
交
・
軍
事

　

‌�

冬
十
月
、
詔
曰
「
乃
者
九
月
壬
申
地
震
、
朕
甚
懼
焉
。
有
能
箴
朕
過
失
、
及
賢
良
方
正
直
言
極
諫
之
士
以
匡
朕
之
不
逮
、
毋
諱
有

司
。」。（
冬
十
月
、
詔
し
て
言
う
に
は
「
先
に
九
月
壬
申
に
地
震
が
あ
り
、
朕
は
甚
だ
恐
懼
し
て
い
る
。
朕
の
過
失
を
戒
め
得
る
者
、

及
び
賢
良
方
正
の
直
言
極
諫
の
士
は
朕
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
を
匡
し
、
有
司
を
憚
る
こ
と
勿
れ
。」
と
。）「
宣
帝
紀
第
八
」
官
吏
登
用
恩

賞

　
　

　

‌�

三
月
壬
戌
朔
、
日
有
蝕
之
。
詔
曰
「
朕
戰
戰
栗
栗
、
夙
夜
思
過
失
、
不
敢
荒
寧
。
惟
陰
陽
不
調
、
未
燭
其
咎
。
婁
敕
公
卿
、
日
望
有

效
。
至
今
有
司
執
政
、
未
得
其
中
、
施
與
禁
切
、
未
合
民
心
。
暴
猛
之
俗
彌
長
、
和
睦
之
衜
日
衰
、
百
姓
愁
苦
、
靡
所
錯
躬
。
…（
中

略
）
…
天
見
大
異
、
以
戒
朕
躬
、
朕
甚
悼
焉
。
其
令
內
郡
國
舉
茂
材
異
等
賢
良
直
言
之
士
各
一
人
。」。（
三
月
壬
申
朔
、
日
食
あ
り
。

詔
し
て
言
う
に
は
「
朕
は
戦
々
恐
々
と
し
て
朝
夕
過
失
が
な
い
か
と
反
省
し
、
仕
事
を
放
置
し
た
り
自
ら
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
で
き
な
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い
。
陰
陽
は
整
わ
ず
、
思
う
に
、
そ
の
咎
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
公
卿
を
戒
め
、
そ
の
効
験
あ
る
を
望
む
も
、
今
に

至
る
ま
で
有
司
の
行
う
政
は
中
正
を
得
て
お
ら
ず
、
恵
と
戒
め
が
民
心
と
合
致
し
て
い
な
い
。
暴
戻
の
俗
は
益
々
盛
ん
に
、
和
睦
の

道
は
日
に
日
に
衰
え
、
百
姓
は
愁
い
苦
し
み
、
身
を
置
く
と
こ
ろ
も
な
い
。
…
（
中
略
）
…
天
は
大
異
変
を
顕
し
、
朕
の
身
を
戒
め

た
。
朕
は
こ
れ
を
甚
だ
悲
し
む
。
そ
れ
内
郡
、
国
に
茂
才
等
賢
良
直
言
の
士
を
各
々
一
人
挙
げ
さ
せ
よ
。」
と
。）「
元
帝
紀
第
九
」
官

吏
登
用
恩
賞

　

‌�

冬
十
月
庚
辰
、
皇
太
后
詔
有
司
復
甘
泉
泰
畤
、
汾
陰
后
土
、
雍
五
畤
、
陳
倉
陳
寶
祠
。
語
在
郊
祀
志
。（
冬
十
月
庚
辰
、
皇
太
后
は
有

司
に
詔
し
て
甘
泉
泰
畤
、
汾
陰
后
土
、
雍
五
畤
、
陳
倉
陳
寶
祠
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
郊
祀
志
に
記
し
た
。）「
成
帝
紀

第
十
」
祭
祀
宗
廟

　

‌�

八
月
、
詔
曰
「（
時
）〔
待
〕
詔
夏
賀
良
等
建
言
改
元
易
號
、
增
益
漏
刻
、
可
以
永
安
國
家
。
朕
過
聽
賀
良
等
言
、
冀
爲
海
內
獲
福
、
卒

亡
嘉
應
。
皆
違
經
背
古
、
不
合
時
宜
。
六
月
甲
子
制
書
、
非
赦
令
也
、
皆
蠲
除
之
。
賀
良
等
反
衜
惑
眾
、
下
有
司
。」
皆
伏
辜
。（
八

月
、
詔
し
て
言
う
に
は
、「
待
詔
夏
賀
良
等
は
元
号
を
改
め
、
漏
刻
を
増
し
て
、
永
く
国
を
安
ら
か
に
す
る
よ
う
建
言
し
た
が
、
朕
は

賀
良
等
の
建
言
を
誤
っ
て
聞
き
入
れ
、
天
下
に
福
を
得
よ
う
と
冀
う
た
が
、
つ
い
に
嘉
い
応
験
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
全
て
、
経
を

違
え
古
に
背
き
、
時
宜
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
六
月
甲
子
の
制
書
は
、
赦
令
以
外
は
全
て
除
く
。
賀
良
等
は
道
に
反
し
衆
を

惑
わ
す
ゆ
え
、
有
司
に
下
せ
。」
と
。）「
哀
帝
紀
第
十
一
」
刑
罰

　

‌�

三
年
春
、
詔
有
司
爲
皇
帝
納
采
安
漢
公
莽
女
。
語
在
莽
傳
。（
三
年
春
、
有
司
に
詔
し
て
皇
帝
の
た
め
に
安
漢
公
莽
の
娘
を
採
択
す
る

納
采
の
礼
を
取
り
行
わ
せ
た
。）「
平
帝
紀
第
十
二
」
太
子
皇
后
の
存
立

も
ち
ろ
ん
、
皇
帝
は
国
の
統
治
者
で
あ
り
、
当
然
国
の
政
治
全
般
に
関
与
す
る
の
で
、
帝
紀
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
は
、
不
思

議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
文
が
、
漢
代
の
立
法
手
段
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
、
制
詔
の
形
を
取
り
、
臣
下
の
上
奏
と
皇
帝
の
批
答

（
13
）
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に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皇
帝
の
政
策
決
定
や
法
令
の
制
定
に
有
司
と
称
さ
れ
る
人
々
が
深
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、『
史
記
』「
本
紀
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
抜
粋
文
で
更
に
注
目
す
べ
き
は
、

い
く
つ
か
の
文
に
、
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
元
帝
紀
」
で
は
、「
有
司
の
行
う
政

は
中
正
を
得
て
お
ら
ず
」
と
あ
り
、「
宣
帝
紀
」
で
は
「
朕
の
過
失
を
戒
め
得
る
者
、
及
び
賢
良
方
正
の
直
言
極
諫
の
士
は
朕
の
及
ば
ぬ
と

こ
ろ
を
匡
し
、
有
司
を
憚
る
こ
と
勿
れ
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
有
司
を
憚
る
な
」
と
い
う
の
は
、「
刑
罰
を
恐
れ
る
な
」
と
い
う
意
味
だ
と

考
え
ら
れ
、
有
司
と
刑
罰
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
抜
粋
文
に
は
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、
元
帝
紀
に
は
、
他
に
も
「
有
司
は
残
賊
を
助
長

す
る
の
み
」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
抜
粋
文
の
景
帝
紀
に
も
、
似
た
よ
う
な
文
「
酷
吏
は
憲
を
行
使
す
る
に
中
正
を
失
し
て

い
る
。」
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
酷
吏
で
あ
っ
て
有
司
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
文
は
、
有
司
に

対
す
る
負
の
評
価
の
記
述
と
は
考
え
な
い
。
吏
、
酷
吏
、
有
司
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

ま
ず
有
司
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
吏
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

こ
う
し
た
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
は
、『
史
記
』
に
も
二
箇
所
、「
袁
盎
鼂
錯
列
傳
」
と
「
司
馬
相
如
列
傳
」
に
見
ら
れ

る
。

　

‌�

且
陛
下
迁
淮
南
王
、
欲
以
苦
其
志
使
改
過
。
有
司
衞
不
謹
。
故
病
死
。（
且
つ
陛
下
が
淮
南
王
を
遷
さ
れ
た
の
は
、
苦
し
み
を
以
て
王

の
過
ち
を
改
め
さ
せ
よ
う
と
望
ま
れ
た
も
の
で
、
有
司
の
宿
衛
が
疎
漏
で
あ
っ
た
た
め
、
病
死
さ
れ
た
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。）『
史

記
』「
袁
盎
鼂
錯
列
傳
第
四
十
一
」

　

‌�

陛
下
患
使
者
有
司
之
若
彼
、
悼
不
肖
愚
民
之
如
此
。
故
遣
信
使
、
曉
喩
百
姓
以
發
卒
之
事
、
因
數
之
以
不
忠
死
亡
之
罪
、
讓
三
老
孝

弟
以
不
敎
誨
之
過
。（
陛
下
は
使
者
や
有
司
が
彼
（
唐
蒙
）
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
患
い
、
不
肖
愚
民
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
悼

ま
れ
、
そ
れ
故
私
を
使
い
に
遣
わ
し
、
士
卒
を
徴
発
し
た
事
を
百
姓
に
諭
し
、
不
忠
、
死
亡
の
罪
を
一
つ
一
つ
挙
げ
て
、
三
老
や
孝

弟
が
民
を
教
誨
し
な
い
過
ち
を
責
め
る
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
す
。）『
史
記
』「
司
馬
相
如
列
傳
第
五
十
七
」
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し
か
し
、
こ
の
「
袁
盎
鼂
錯
列
傳
」
の
場
合
は
、
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
と
い
う
よ
り
、
淮
南
王
の
死
を
悲
し
む
文
帝
を
慰
め
る
た

め
に
、
袁
盎
が
淮
南
王
の
死
を
有
司
に
帰
し
た
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、「
司
馬
相
如
列
傳
」
で
は
、
巴
蜀
に
お
け
る
唐
蒙
の
徴
発
に
端
を
発

し
た
人
民
の
騒
動
を
鎮
め
る
た
め
、
司
馬
相
如
が
武
帝
の
意
を
伝
え
る
檄
文
を
記
し
た
、
そ
の
中
で
の
表
現
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
使

者
や
有
司
が
唐
蒙
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
患
う
」
と
い
う
、
唐
蒙
個
人
を
強
調
し
た
記
述
の
仕
方
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、『
史
記
』
で

は
、
こ
の
二
箇
所
以
外
に
、
直
接
的
に
有
司
に
対
し
て
負
の
評
価
を
示
す
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
『
漢
書
』
で
は
、
こ
う
し
た
表

現
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
二
つ
の
例
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
『
漢
書
』
に
も
見
ら
れ
る
。

　

次
に
「
八
表
」
で
あ
る
。「
表
」
の
有
司
記
述
は
、「
八
表
」
の
う
ち
の
「
高
惠
高
后
文
功
臣
表
」
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
そ
の
箇
所
も
二

箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
高
惠
高
后
文
功
臣
表
第
四
の
二
箇
所
抜
粋
］

　

‌�

高
后
二
年
、
復
詔
丞
相
陳
平
盡
差
列
侯
之
功
、
錄
弟
下
竟
、
臧
諸
宗
廟
、
副
在
有
司
。（
高
后
二
年
、
ま
た
丞
相
陳
平
に
詔
し
て
列
侯

の
功
を
尽
く
評
定
さ
せ
、
下
の
階
級
の
者
も
記
し
、
こ
れ
を
宗
廟
に
収
め
、
副
本
を
有
司
の
も
と
に
お
い
た
。）「
高
惠
高
后
文
功
臣

表
第
四
」
官
吏
登
用
恩
賞

　

‌�

故
孝
宣
皇
帝
愍
而
錄
之
、
乃
開
廟
臧
、
覽
舊
籍
、
詔
令
有
司
求
其
子
孫
、
咸
出
庸
保
之
中
、
並
受
復
除
、
或
加
以
金
帛
、
用
章
中
興

之
德
。（
故
に
孝
宣
帝
は
愍
れ
み
こ
れ
を
記
録
し
、
廟
蔵
を
開
き
、
旧
籍
を
見
て
、
有
司
に
詔
し
て
そ
の
子
孫
を
探
し
求
め
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
皆
雇
わ
れ
の
雑
役
を
す
る
者
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
夫
役
を
免
除
さ
れ
、
金
帛
を
賜
い
、
中
興
の
徳
を
明
ら
か

に
し
た
。）「
高
惠
高
后
文
功
臣
表
第
四
」
官
吏
登
用
恩
賞

　

こ
の
二
つ
の
文
は
、
い
ず
れ
も
功
臣
や
そ
の
子
孫
に
対
し
て
、
い
か
に
報
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
文
章
で
あ
る
。
功
臣
に
対
す
る

恩
賞
は
、
帝
国
の
安
定
維
持
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。
有
司
は
そ
う
し
た
政
策
に
も
関
与
し
て
い
た
。
ま
た
、「
副
在
有
司
」
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と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
こ
で
の
有
司
は
、
文
書
を
扱
い
保
存
す
る
者
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、『
史
記
』
の
表
に
は
、
有
司
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

次
は
「
十
志
」
で
あ
る
。「
志
」
に
は
有
司
の
記
述
が
三
十
四
箇
所
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
内
の
二
十
四
箇
所
が
、
上
下
合
わ
せ
た
「
郊
祀

志
」
に
集
中
し
て
い
る
。「
郊
祀
志
」
の
次
に
多
い
の
が
上
下
合
わ
せ
た
「
食
貨
志
」
で
四
箇
所
、
次
が
「
五
行
志
」
の
上
と
中
之
下
を
合

わ
せ
た
三
箇
所
、
そ
し
て
、「
律
暦
志
」
上
の
一
箇
所
、「
礼
楽
志
」
一
箇
所
、「
刑
法
志
」
一
箇
所
で
あ
る
。

『
史
記
』
に
お
い
て
も
、「
書
」
の
有
司
記
述
二
十
三
箇
所
の
内
、
十
五
箇
所
が
「
封
禪
書
」
に
見
ら
れ
、
他
の
篇
目
と
は
異
な
り
突
出

し
て
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、『
漢
書
』「
郊
祀
志
」
の
二
十
四
箇
所
と
い
う
こ
の
結
果
は
、
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。
漢
代
に
お
い
て
有
司
と

称
さ
れ
る
人
々
が
、
祭
祀
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
郊
祀
志
の
文
は
、
そ
の
内
容
が
祭
祀
関
係
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
な
の
で
、
こ
こ
で
は
抜
粋
し
な
い
。
な
お
、
武
帝
以
前
の
郊
祀
志
の
文
は
、
全
て
『
史
記
』「
封
禪
書
」
に
ほ
ぼ
同
様
の
文
章

が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
最
後
は
「
列
傳
」
で
あ
る
。「
列
傳
」
に
、
有
司
の
記
述
は
百
四
十
六
箇
所
あ
る
。

列
傳
は
、
箇
所
数
が
多
い
の
で
、
特
徴
を
挙
げ
な
が
ら
、
例
文
と
し
て
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
い
く
。

「
列
傳
」
の
中
で
有
司
の
記
述
が
最
も
多
い
の
が
、「
景
十
三
王
傳
」
十
三
箇
所
と
上
下
合
わ
せ
た
「
外
戚
傳
」
十
三
箇
所
で
あ
る
。
そ

し
て
次
が
「
何
武
王
嘉
師
丹
傳
」
九
箇
所
、「
宣
元
六
王
傳
」
八
箇
所
と
続
く
。

「
景
十
三
王
傳
」
は
、
孝
景
帝
の
十
四
人
の
息
子
及
び
そ
の
子
孫
の
記
録
で
あ
る
。
皇
帝
の
息
子
は
諸
侯
王
と
な
る
の
で
、
諸
侯
王
の
記

録
と
言
っ
て
も
よ
い
。
孝
景
帝
の
息
子
は
十
四
人
だ
が
、
こ
の
内
徹
は
皇
帝
と
な
る
の
で
、
徹
を
除
く
十
三
王
の
「
傳
」
で
あ
る
。
こ
の

十
三
箇
所
あ
る
有
司
記
述
の
内
、
実
に
十
二
箇
所
が
、
有
司
の
諸
侯
王
誅
殺
や
王
の
廃
位
、
領
地
の
削
減
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、

　
　

‌�

元
取
故
廣
陵
厲
王
、
厲
王
太
子
及
中
山
懷
王
故
姬
廉
等
以
爲
姬
。
甘
露
中
、
冀
州
刺
史
敞
奏
元
、
事
下
廷
尉
、
逮
召
廉
等
。
元
廹
脅

凡
七
人
、
令
自
殺
。
有
司
奏
請
誅
元
、
有
詔
削
二
縣
、
萬
一
千
戶
。（
元
は
、
も
と
の
広
陵
の
厲
王
と
厲
王
太
子
及
び
中
山
の
懷
王
の

も
と
の
姫
妾
廉
ら
を
姫
と
し
た
。
王
甘
露
年
間
、
冀
州
の
刺
史
敝
が
元
の
こ
と
を
上
奏
し
た
の
で
、
事
は
廷
尉
に
下
さ
れ
、
廉
ら
は
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逮
捕
護
送
さ
れ
た
。
元
は
凡
そ
七
人
を
脅
迫
し
、
自
殺
さ
せ
た
。
有
司
は
元
の
誅
殺
を
上
奏
し
た
。
詔
が
あ
り
、
封
地
か
ら
二
県
、

一
万
一
千
戸
が
削
ら
れ
た
。）「
景
十
三
王
傳
第
二
十
三
」
刑
罰

の
よ
う
に
、
多
く
が
、
景
帝
の
子
の
子
孫
の
素
行
不
良
に
よ
り
、
領
地
を
削
ら
れ
た
り
、
王
位
を
廃
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
諸
侯

王
は
、
漢
初
独
自
の
自
治
権
を
持
ち
、
勢
力
も
あ
り
、
中
央
政
府
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
帝
時
代
の
賈

誼
や
景
帝
時
代
の
鼂
錯
が
、
諸
侯
王
の
勢
力
削
減
策
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
呉
楚
七
国
の
乱
を
経
て
、
推
恩
令
な
ど
が
施
か

れ
、
そ
の
勢
力
は
衰
え
た
。
し
か
し
、
諸
侯
王
の
素
行
不
良
を
理
由
に
前
漢
末
ま
で
、
誅
殺
や
王
位
の
廃
止
を
請
う
上
奏
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
元
の
事
例
も
、
既
に
宣
帝
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
文
帝
時
代
の
勢
力
削
減
政
策
と
し
て
の
刑
罰
と
、
元
な
ど
の
場
合

の
刑
罰
は
、
そ
の
意
味
が
異
っ
て
き
て
お
り
、
こ
こ
で
誅
殺
を
上
奏
す
る
有
司
の
質
も
、
文
帝
時
代
と
は
異
な
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

ま
た
「
外
戚
傳
」
も
、「
景
十
三
王
傳
」
と
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
も
の
の
、
や
は
り
刑
罰
を
請
う
も
の
が
多
い
。
例
文
を
挙
げ
る
。

　
　

‌�

哀
帝
崩
、
王
莽
秉
政
、
使
有
司
舉
奏
丁
・
傅
罪
惡
。
莽
以
太
皇
太
后
詔
皆
免
官
爵
、
丁
氏
徙
歸
故
郡
。
莽
奏
貶
傅
太
后
號
爲
定
陶
共

王
母
、
丁
太
后
號
曰
丁
姬
。（
哀
帝
が
崩
御
す
る
と
、
王
莽
は
政
事
を
秉
り
、
有
司
に
丁
氏
・
傅
氏
の
罪
悪
を
奏
上
さ
せ
た
。
莽
は
太

皇
太
后
の
詔
を
も
っ
て
、
二
氏
の
一
族
の
官
爵
を
全
て
罷
免
し
、
丁
氏
の
一
族
は
移
さ
れ
て
故
郷
に
帰
っ
た
。
莽
は
奏
上
し
て
傅
太

后
の
号
を
貶
し
、
定
陶
共
王
母
と
し
、
丁
太
后
の
号
を
丁
姫
と
し
た
。）「
外
戚
傳
第
六
十
七
下
」（
刑
罰
）

　

こ
こ
で
は
、
王
莽
が
政
治
を
掌
握
す
る
た
め
に
、
氏
・
傅
氏
の
罪
を
有
司
に
上
奏
さ
せ
て
い
る
。
有
司
が
、
一
つ
の
政
争
の
具
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
文
で
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
で
は
有
司
が
直
接
「
有
司
請
」
や
「
有
司
曰
」
と
い
う
表
現
で
皇
帝
に
発
言
し
て
い
た

が
、『
漢
書
』
で
は
、
本
来
上
奏
を
行
お
う
と
す
る
者
が
、
有
司
を
通
し
て
上
奏
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い

く
。

　

こ
こ
ま
で
、『
漢
書
』
全
体
に
お
け
る
有
司
の
出
現
傾
向
と
そ
の
内
容
を
見
て
き
た
。

（
14
）
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有
司
は
、
皇
帝
の
側
近
く
で
、
様
々
な
政
策
に
関
与
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
祭
祀
や
刑
罰
へ
の
関
与
が
大
き
い
と
言
え

る
。
こ
の
全
体
的
な
傾
向
は
、『
史
記
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、『
史
記
』
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
記
述
と
し
て
、

『
漢
書
』
で
は
、
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重

要
な
点
は
、「
外
戚
傳
」
の
例
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
有
司
が
政
争
の
具
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
文
の
多
く
が
、
制
詔
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
司
と
い
う
の
が
、
文
書
を
掌
る
尚
書
の
官
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
漢
初
期
か
ら
武
帝
時
代
、
前
漢
末
期
と
後
漢
以
降
と
で
は
、
官
制
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
有
司
と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
が
、
時
代
や
撰
者
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
安
易
に
一
つ
の
官
職

名
や
職
掌
を
当
て
は
め
て
、
有
司
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
筆
者
は
、
有
司
の
文
を
一
つ
一
つ
検
討
す
る
こ
と
に
は
、

意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

二
、『
漢
書
』
の
武
帝
以
前
の
記
述
と
『
史
記
』

『
漢
書
』
は
、
先
学
の
多
く
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
武
帝
以
前
の
記
述
は
、
ほ
と
ん
ど
『
史
記
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
前
述
の
一
、
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
武
帝
以
前
の
「
郊
祀
志
」
に
お
け
る
有
司
の
記
載
が
、
全
て
『
史
記
』「
封
禪
書
」
に
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
合
致
す
る
。

そ
こ
で
、
二
、
で
は
、『
漢
書
』
の
二
百
二
十
六
箇
所
の
有
司
の
記
述
と
『
史
記
』
と
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
具
体
的
に

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、『
史
記
』
の
記
述
が
前
漢
の
武
帝
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
百
二
十
六
箇
所
の
有
司
の
記
述
を
、
武
帝
以
前
と
昭
帝
以
後
に
分

け
、
分
析
し
た
。

二
百
二
十
六
箇
所
の
内
、
武
帝
以
前
は
七
十
八
箇
所
、
昭
帝
以
後
は
百
四
十
八
箇
所
と
、
約
三
分
の
一
が
武
帝
以
前
の
記
述
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
七
十
八
箇
所
の
内
五
十
五
箇
所
に
、『
史
記
』
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
た
。
共
通
性
が
特
に
著
し
い
の
が
郊
祀
志
、
文
帝

紀
、
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
で
あ
る
。
各
一
文
ず
つ
例
を
挙
げ
る
。

（
15
）

（
16
）



36慶應義塾中国文学会報　第１号

［「
郊
祀
志
」
上
下
二
十
四
箇
所
の
内
、
武
帝
以
前
の
記
述
は
十
四
箇
所
で
ほ
ぼ
同
様
］

　
‌�

高
祖
十
年
春
、
有
司
請
令
縣
常
以
春
二
月
及
臘
祠
稷
以
羊
彘
、
民
里
社
各
自
裁
以
祠
。
制
曰
「
可
。」（
高
祖
十
年
の
春
、
有
司
は
県

に
、
常
に
春
二
月
と
冬
十
二
月
、
羊
と
彘
を
も
っ
て
社
稷
を
祀
ら
せ
、
民
里
の
社
は
各
々
自
ら
の
財
を
も
っ
て
祀
ら
せ
た
い
と
請
う

た
。
よ
ろ
し
い
と
裁
可
さ
れ
た
。）『
漢
書
』「
郊
祀
志
第
五
上
」

　

‌�
高
祖
十
年
春
、
有
司
請
令
縣
常
以
春
三
月
及
時
臘
祀
社
稷
以
羊
豕
、
民
里
社
各
自
財
以
祠
。
制
曰
。
可
。（
高
祖
十
年
の
春
、
有
司
は

県
に
、
春
三
月
と
冬
十
二
月
、
羊
と
豕
を
も
っ
て
社
稷
を
祀
ら
せ
、
民
里
の
社
は
各
々
自
ら
の
財
を
も
っ
て
祀
ら
せ
た
い
と
請
う
た
。

よ
ろ
し
い
と
裁
可
さ
れ
た
。）『
史
記
』「
封
禪
書
第
六
」

［「
文
帝
紀
」
七
箇
所
全
て
武
帝
以
前
の
記
述
で
ほ
ぼ
同
様
］

　

‌�

三
月
、
有
司
請
立
皇
后
。
皇
太
后
曰
「
立
太
子
母
竇
氏
爲
皇
后
。」（
三
月
、
有
司
が
皇
后
を
立
て
る
よ
う
請
う
た
。
皇
太
后
は
「
太

子
の
母
竇
氏
を
立
て
て
皇
后
と
せ
よ
」
お
っ
し
ゃ
っ
た
。）『
漢
書
』「
文
帝
紀
第
四
」

　

‌�

三
月
、
有
司
請
立
皇
后
。
薄
太
后
曰
。
諸
侯
皆
同
姓
。
立
太
子
母
爲
皇
后
。（
三
月
、
有
司
は
皇
后
を
立
て
る
こ
と
を
請
う
た
。
薄
太

后
は
、「
諸
侯
は
皆
同
姓
で
あ
る
た
め
、
太
子
の
母
を
立
て
て
皇
后
と
せ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。）『
史
記
』「
孝
文
本
紀
第
十
」

［「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
」
五
箇
所
の
内
、
武
帝
以
前
の
記
述
は
四
箇
所
で
ほ
ぼ
同
様
］

　

‌�

有
司
請
逮
治
衡
山
王
、
上
不
許
、
爲
置
吏
二
百
石
以
上
。（
有
司
が
衡
山
王
を
逮
捕
し
て
取
り
調
べ
る
こ
と
を
請
う
た
が
、
上
は
そ
れ

を
許
さ
ず
、
吏
の
二
百
石
以
上
を
天
子
が
置
く
こ
と
と
し
た
。）『
漢
書
』「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
第
十
四
」

　

‌�

有
司
請
逮
治
衡
山
王
。
天
子
不
許
。
爲
置
吏
二
百
石
以
上
。（
有
司
が
衡
山
王
を
逮
捕
し
て
取
り
調
べ
る
こ
と
を
請
う
た
が
、
天
子
は

そ
れ
を
許
さ
ず
、
吏
の
二
百
石
以
上
を
天
子
が
置
く
こ
と
と
し
た
。）『
史
記
』「
淮
南
衡
山
列
傳
第
五
十
八
」

上
記
例
文
の
よ
う
に
、
記
述
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
「
郊
祀
志
」
の
二
月
と
三
月
、
稷
と
社
稷
、「
文
帝
紀
」
で
は
『
史
記
』

「
孝
文
本
紀
」
に
「
諸
候
皆
同
姓
」
の
語
が
入
る
も
の
の
皇
太
后
と
薄
太
后
、
太
子
母
竇
氏
と
太
子
母
、「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
」
で
は
上

と
天
子
と
い
う
よ
う
な
違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
稲
葉
一
郎
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
違
い
は
、
班
固
が
東
観
の
蔵
書
を
利
用
で
き
る
立

場
に
あ
り
、
資
料
の
収
集
も
充
実
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
有
利
な
立
場
か
ら
『
史
記
』
の
叙
述
の
誤
謬
を
正
し
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た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
付
や
固
有
名
詞
の
名
称
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
文
の
構
造
や
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
述

の
一
、
に
お
い
て
「
有
司
は
、
皇
帝
の
側
近
く
で
、
様
々
な
政
策
に
関
与
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
祭
祀
と
刑
罰
へ
の
関
与

が
大
き
い
」
と
い
う
、『
史
記
』
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
は
、
武
帝
以
前
の
記
述
に
、『
史
記
』
か
ら
多
く
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
の
帝
紀
に
お
い
て
、
高
帝
・
恵
帝
・
高
后
紀
に
有
司
の
記
述
が
な

い
こ
と
と
、『
史
記
』
に
恵
帝
の
本
紀
が
な
く
、
有
司
記
述
も
「
呂
后
本
紀
」
に
一
つ
あ
る
だ
け
で
「
高
祖
本
紀
」
に
は
な
い
と
い
う
こ
と

と
は
、
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
武
帝
以
前
の
記
述
が
、
ほ
と
ん
ど
『
史
記
』
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
、『
漢
書
』
独
自

の
特
徴
を
見
出
す
た
め
に
は
、
昭
帝
以
後
の
記
述
と
武
帝
以
前
で
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
、
及
び
『
漢
書
』
と
『
史
記
』
の
記

述
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
こ
で
、
次
の
三
、
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、『
漢
書
』
の
記
述
傾
向

こ
の
章
で
は
、『
漢
書
』
の
特
徴
を
抽
出
す
る
た
め
に
、（
一
）
昭
帝
以
後
の
記
述
、（
二
）
武
帝
以
前
で
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記

述
、（
三
）『
漢
書
』
と
『
史
記
』
に
共
通
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
一
）
昭
帝
以
後
の
記
述

『
漢
書
』
に
お
け
る
有
司
記
述
二
百
二
十
六
箇
所
の
内
、
昭
帝
以
後
の
記
述
は
、
百
四
十
八
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
百
四
十
八
箇
所
の
記
述

を
見
て
い
く
と
、
帝
紀
に
つ
い
て
は
、
一
、
に
お
い
て
例
文
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
文
の
内
容
は
、
太
子
・
皇
后
の
存
立
、
税
制
、
官

吏
登
用
、
外
交
・
軍
事
、
刑
罰
、
祭
祀
と
多
岐
に
及
び
、
有
司
が
皇
帝
の
側
近
く
で
、
様
々
な
政
策
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、

昭
帝
以
後
の
記
述
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
一
、
で
も
指
摘
し
た
が
、
昭
帝
以
後
の
文
に
は
、
有
司
の
職
務
に
対
し
て

（
17
）
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負
の
評
価
を
し
て
い
る
文
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
一
、
で
挙
げ
た
「
宣
帝
紀
」
や
「
元
帝
紀
」
の
例
文
以
外
に

も
、

　

‌�
詔
曰
「
…
…
（
性
）〔
往
〕
者
有
司 

多
舉
奏
赦
前
事
、
累
增
罪
過
、
誅
陷
亡
辜
、
殆
非
重
信
慎
刑
、
洒
心
自
新
之
意
也
。
…
…
」（
詔

し
て
言
う
に
は
「
…
…
先
に
有
司
は
赦
令
以
前
の
こ
と
ま
で
余
分
に
奏
上
し
て
罪
過
を
積
み
重
ね
、
無
実
の
者
を
責
め
陥
れ
た
が
、

そ
れ
で
は
信
を
重
ん
じ
刑
を
慎
み
、
心
を
自
ら
一
新
し
よ
う
と
す
る
朕
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
…
…
）「
平
帝
紀
第
十
」
制
度
刑
法

　

‌�

詔
曰
「
…
…
至
今
有
司
執
法
、
未
得
其
中
、
或
上
暴
虐
、
假
勢
獲
名
、
溫
良
寬
柔
、
陷
於
亡
滅
。
是
故
殘
賊
彌
長
、
和
睦
日
衰
、
百

姓
愁
怨
、
靡
所
錯
躬
。
…
…
」（
詔
し
て
言
う
に
は
「
…
…
今
に
至
る
ま
で
有
司
は
法
を
執
る
も
、
未
だ
そ
の
正
を
得
ず
、
あ
る
者
は

暴
虐
を
尊
び
、
権
勢
を
借
り
て
名
声
を
得
、
温
良
寛
柔
は
滅
亡
に
陥
っ
た
。
故
に
残
賊
は
増
長
し
、
和
睦
は
日
々
衰
え
、
百
姓
は
愁

い
身
を
置
く
と
こ
ろ
も
な
い
。
…
…
）「
哀
帝
紀
第
十
一
」
制
度
刑
法

な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
詔
の
中
の
言
葉
で
、
皇
帝
の
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
司
に
対
す
る
直
接
的
な
負
の
評
価
記
述
は
『
史
記
』
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
こ
う
し
た
表
現
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

撰
者
と
有
司
の
間
で
、『
史
記
』
と
は
異
な
る
状
況
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
は
、「
帝
紀
」
だ
け
で
は
な
く
、「
刑
法
志
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

　

‌�

有
司
無
仲
山
父
將
明
之
材
、
不
能
因
時
廣
宣
主
恩
、
建
立
明
制
、
為
一
代
之
法
、
而
徒
鉤
摭
微
細
、
毛
舉
數
事
、
以
塞
詔
而
已
。
是

以
大
議
不
立
、
遂
以
至
今
。（
有
司
に
は
仲
山
父
の
よ
う
な
才
能
を
持
つ
も
の
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
時
宜
に
応
じ
て
主
上
の
恩
徳
を

宣
揚
し
、
明
制
度
を
建
立
し
、
一
代
の
法
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に
些
細
な
こ
と
を
拾
い
、
毫
毛
ほ
ど
の
こ
と
を
取
り

上
げ
て
詔
に
こ
た
え
る
始
末
で
あ
っ
た
。
か
く
て
肝
心
の
議
論
が
成
立
し
な
い
ま
ま
、
つ
い
に
今
日
に
至
っ
た
。）「
刑
法
志
」
制
度

刑
法
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こ
れ
は
、
成
帝
の
詔
に
対
す
る
有
司
の
対
応
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
の
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
だ
け
で
な
く
、『
漢

書
』
の
撰
者
の
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
も
現
れ
る
。

こ
う
し
た
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
以
外
に
、
昭
帝
以
後
の
文
章
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
下
有
司
」
と
い
う

表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。

　

‌�

豫
章
太
守
廖
奏
言
「
…
…
陛
下
垩
仁
、
於
賀
甚
厚
、
雖
舜
於
象
無
以
加
也
。
宜
以
禮
絕
賀
、
以
奉
天
意
。
願
下
有
司
議
。」
議
皆
以
爲

不
宜
爲
立
嗣
、
國
除
。（
陛
下
は
聖
明
仁
慈
で
あ
ら
れ
、
賀
を
遇
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
舜
の
象
に
お
け
る
場
合
も
こ
れ
以
上
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
れ
ば
礼
に
従
い
、
賀
の
家
を
断
絶
し
、
天
意
に
沿
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
こ
の
議
を
有
司
に
下
げ
渡
し
評

議
さ
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
」
と
言
っ
た
。
皆
賀
の
後
嗣
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
国
は
除
か
れ
た
。）「
武
五
子
傳
第
三
十

三
」
刑
罰

　

‌�

太
子
少
傅
匡
衡
對
、
以
爲
「
大
臣
者
、
國
家
之
股
肱
、
萬
姓
所
瞻
仰
、
明
王
所
愼
擇
也
。
…
而
嘉
（

）〔
猥
〕
稱
雲
、
欲
令
爲
御
史

大
夫
、
妄
相
稱
舉
、
疑
有
姦
心
、
漸
不
可
長
、
宜
下
有
司
案
驗
以
明
好
惡
。」
嘉
竟
坐
之
。（
太
子
少
傅
匡
衡
が
対
え
て
言
う
に
は
「
大

臣
の
地
位
は
国
家
の
股
肱
、
万
民
の
仰
ぎ
見
る
と
こ
ろ
、
明
王
の
慎
重
な
選
択
を
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
…
…
然
る
に
嘉
は
さ
か
ん
に

雲
を
讃
え
て
御
史
大
夫
に
し
よ
う
と
し
、
み
だ
り
に
褒
め
上
げ
て
い
る
の
は
、
邪
心
が
あ
る
よ
う
に
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

を
助
長
し
て
は
な
ら
ず
、
有
司
に
下
げ
渡
し
、
検
問
さ
せ
て
善
悪
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。」
と
。
嘉
は
つ
い
に
こ
の
こ
と
で
罪
を

得
た
。）「
楊
胡
朱
梅
云
傳
第
三
十
七
」
刑
罰

「
五
武
子
傳
」
は
、
孝
武
帝
の
六
人
の
子
と
そ
の
子
孫
の
記
録
で
あ
る
。「
景
十
三
王
傳
」
と
同
様
、
諸
侯
王
の
記
録
で
あ
る
。
上
に
挙

げ
た
例
文
で
は
、
王
賀
に
淫
乱
の
振
る
舞
い
が
あ
り
、
帝
位
を
廃
さ
れ
国
に
戻
さ
れ
た
後
、
更
に
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
賀
が
亡
く
な
っ
た

後
の
状
況
で
、
家
ま
で
断
絶
さ
せ
る
よ
う
請
う
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
司
が
上
奏
し
た
も
の
で
は
な
く
、
豫
章
の
太
守
廖
が
上
奏
し

た
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
太
守
廖
が
こ
う
し
た
案
件
を
有
司
に
下
し
て
審
議
さ
せ
る
よ
う
皇
帝
に
請
う
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
刑
罰
に
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関
す
る
有
司
の
記
述
は
、「
有
司
請
」
や
「
有
司
曰
」
な
ど
の
形
で
、
有
司
が
直
接
皇
帝
に
上
奏
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
帝
以
後
は
、

有
司
で
は
な
い
第
三
者
が
有
司
に
審
議
さ
せ
る
よ
う
皇
帝
に
請
う
と
い
う
形
の
文
が
現
れ
る
。
そ
れ
が
「
下
有
司
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

た
表
現
で
あ
る
。

「
楊
胡
朱
梅
云
傳
」
に
つ
い
て
も
、
上
奏
し
て
い
る
の
は
、
有
司
で
は
な
く
、
太
子
少
傅
匡
衡
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
帝
以
後
の
特
徴
と
し
て
は
、
有
司
に
対
し
て
負
の
評
価
記
述
が
現
れ
る
こ
と
、
ま
た
誅
殺
を
請
う
な
ど
の
主
に
刑
罰

に
関
わ
る
記
述
に
、『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
下
有
司
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
始
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
管
見
の
限

り
で
は
あ
る
が
、「
下
有
司
」
と
い
う
表
現
は
、
先
秦
文
献
に
も
見
ら
れ
な
い
。『
漢
書
』
の
主
と
し
て
昭
帝
以
後
の
文
か
ら
現
れ
る
始
め

る
表
現
で
あ
る
。

（
二
）
武
帝
以
前
で
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
有
司
の
記
述

武
帝
以
前
の
記
述
は
七
十
八
箇
所
、
こ
の
内
、『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
文
は
、
二
十
三
箇
所
あ
る
。
例
え
ば
、「
景
帝
紀
」
と
「
萬

石
衛
直
周
張
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

‌�

後
元
年
春
正
月
、
詔
曰
「
獄
、
重
事
也
。
人
有
智
愚
、
官
有
上
下
。
獄
疑
者
讞
有
司
。
有
司
所
不
能
決
、
移
廷
尉
。
有
令
讞
而
後
不

當
、
讞
者
不
爲
失
。
欲
令
治
獄
者
務
先
寬
。」（
後
年
元
年
春
正
月
、
詔
し
て
言
う
、「
獄
は
重
大
事
で
あ
る
。
人
に
知
者
と
愚
者
が
あ

る
よ
う
に
、
官
に
も
上
下
の
別
が
あ
る
。」
罪
疑
わ
し
き
は
、
有
司
に
上
奏
し
、
有
司
が
判
断
で
き
な
い
も
の
は
、
廷
尉
に
移
せ
。
審

議
し
て
後
、
こ
れ
が
当
た
ら
な
く
と
も
、
審
議
し
た
者
の
過
失
と
す
る
な
。
治
獄
を
行
う
も
の
が
先
ず
寛
容
に
務
め
よ
。」）「
景
帝
紀

第
五
」
刑
法
制
度

　
　

‌�「
…
…
乃
者
封
泰
山
、
皇
天
嘉
況
、
神
物
並
見
。
朕
方
答
氣
應
、
未
能
承
意
、
是
以
切
比
閭
里
、
知
吏
姦
邪
。
委
任
有
司
、
然
則
官
曠

民
愁
、
盜
賊
公
行
。
…
…
」（
先
に
泰
山
で
封
禅
を
し
た
時
、
天
帝
は
こ
れ
を
嘉
し
、
賞
賜
し
て
、
瑞
祥
が
並
び
現
れ
た
。
朕
は
身
を

修
め
て
瑞
気
応
験
に
報
い
答
え
て
い
る
が
、
ま
だ
天
意
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
で
巡
幸
し
て
閭
里
を
通
過
し
て
親
し
く
民
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と
接
近
し
て
初
め
て
吏
の
姦
悪
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
朕
と
し
て
は
、
有
司
に
委
任
し
て
い
た
の
に
、
彼
ら
は
職
責
を
果
た
さ
ず
、

官
職
を
空
し
く
し
て
民
を
愁
苦
さ
せ
、
盗
賊
を
公
然
と
横
行
さ
せ
て
い
る
。）「
萬
石
衛
直
周
張
伝
第
十
六
」
官
吏
登
用
恩
賞
（
武
帝

の
石
慶
に
対
す
る
言
）

　
「
景
帝
紀
」
の
文
で
は
、
疑
獄
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
有
司
に
上
奏
す
る
よ
う
記
し
て
い
る
。『
史
記
』
で
は
「
有
司
」
が
直
接
皇
帝
に
上

奏
す
る
段
階
が
描
か
れ
る
が
、『
漢
書
』
の
特
に
昭
帝
以
後
に
お
い
て
は
、
疑
獄
を
上
奏
す
る
者
、
有
司
、
皇
帝
と
い
う
三
者
の
間
の
二
段

階
で
上
奏
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
有
司
が
直
接
皇
帝
に
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
、
第
三
者
が
有
司
に
上
奏
す
る
も
の
で
は
、
同
じ
有
司

と
い
う
語
を
含
む
記
述
で
も
、
両
者
の
性
質
は
大
き
く
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
は
武
帝
以
前
の
文
だ
が
、『
漢
書
』
独
自
の
記
述
表

現
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
「
萬
石
衛
直
周
張
伝
」
の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
武
帝
期
の
も
の
で
あ
る
が
、『
史
記
』
に
こ
う
し
た
内
容
の
文
は
な
い
。『
史

記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
『
漢
書
』
の
武
帝
期
の
記
述
に
は
、
昭
帝
以
後
の
文
と
同
様
に
「
有
司
は
職
責
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
い
う
、

有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
史
記
』
に
は
早
期
に
失
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
現
存
す

る
『
史
記
』
に
、
有
司
に
対
す
る
直
接
的
な
負
の
評
価
記
述
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
じ
武
帝
期
を
描
い
て
い
て

も
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
随
分
異
な
る
も
の
と
な
る
。

（
三
）『
漢
書
』
と
『
史
記
』
の
記
述
の
違
い
か
ら
の
検
討

有
司
と
い
う
語
が
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
多
い
の
だ
が
、『
漢
書
』
と
『
史
記
』
に
共
通
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
物
像
が
は
っ
き
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
」
で

あ
る
。『
史
記
』
に
は
「
孝
文
本
紀
」
と
「
淮
南
衡
山
列
傳
」
に
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
ら
れ
る
。

　
　

‌�

丞
相
張
蒼
、
典
客
馮
敬
行
御
史
大
夫
事
、
與
宗
正
・
廷
尉
雜
奏
「
長
廢
先
帝
法
、
不
聽
天
子
詔
…
（
中
略
）
…
長
所
犯
不
軌
、
當
棄

市
、
臣
請
論
如
法
。」
制
曰
「
朕
不
忍
置
法
於
王
、
其
與
列
侯
吏
二
千
石
議
。」
列
侯
吏
二
千
石
臣
嬰
等
四
十
三
人
議
、
皆
曰
「
宜
論
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如
法
。」
制
曰
「
其
赦
長
死
罪
、
廢
勿
王
。」
有
司
奏
「
請
處
蜀
嚴
衜
邛
郵
、
遣
其
子
・
子
母
從
居
、
縣
爲
築
蓋
家
室
、
皆
日
三
食
、

給
薪
菜
鹽
炊
食
器
席
蓐
。」（
丞
相
張
蒼
、
典
客
馮
敬
は
御
史
大
夫
の
こ
と
を
行
い
、
宗
正
・
廷
尉
と
共
に
上
奏
し
た
。「
長
は
先
帝
の

法
を
廃
し
、
天
子
の
詔
を
聴
か
ず
、
…
（
中
略
）
…
長
の
不
法
行
為
は
、
棄
市
に
あ
た
り
ま
す
。
臣
は
法
に
則
り
処
罰
す
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。」
と
。
詔
し
て
言
う
に
は
「
朕
は
、
王
に
法
を
適
用
す
る
の
が
忍
び
な
い
、
そ
こ
で
列
侯
二
千
石
と
審
議
せ
よ
。」
と
。

列
侯
二
千
石
臣
嬰
等
四
十
三
人
議
し
て
皆
曰
く
、「
宜
し
く
法
に
則
り
処
罰
す
べ
き
で
す
」
と
。
詔
に
「
長
の
死
罪
を
赦
し
、
廃
し
て

王
と
す
る
な
か
れ
」
と
。
有
司
は
「
王
を
蜀
郡
嚴
道
県
の
邛
の
宿
場
に
流
し
、
そ
の
子
の
母
を
共
に
住
ま
わ
せ
、
県
に
は
王
の
た
め

に
家
を
建
て
さ
せ
、
日
に
三
度
の
食
事
と
薪
・
野
菜
・
塩
・
炊
事
具
・
敷
物
・
寝
具
な
ど
を
供
給
致
し
た
い
」
と
奏
上
し
た
。）『
漢

書
』「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
第
十
四
」

　

‌�

有
司
言
淮
南
王
長
、
廢
先
帝
法
、
不
聽
天
子
詔
…
（
中
略
）
…
欲
以
危
宗
廟
社
稷
。
羣
臣
議
皆
曰
、
長
當
弃
市
。
帝
不
忍
致
法
於
王
、

赦
其
罪
、
廢
勿
王
。
羣
臣
請
處
王
蜀
嚴
衜
邛
都
。（
訳
文
は
上
記
『
漢
書
』
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。）『
史
記
』「
孝

文
本
紀
第
十
」

　

‌�

丞
相
臣
張
倉
、
典
客
臣
馮
敬
、
行
御
史
大
夫
事
宗
正
臣
逸
、
廷
尉
臣
賀
、
備
盜
賊
中
尉
臣
福
昧
死
言
。
淮
南
王
長
廢
先
帝
法
，
不
聽

天
子
詔
…
（
中
略
）
…
長
當
弃
市
。
臣
請
論
如
法
。
制
曰
。
朕
不
忍
致
法
於
王
。
其
與
列
侯
二
千
石
議
。
臣
倉
、
臣
敬
、
臣
逸
、
臣

福
、
臣
賀
昧
死
言
。
臣
謹
與
列
侯
吏
二
千
石
臣
嬰
等
四
十
三
人
議
。
皆
曰
。
長
不
奉
法
度
，
不
聽
天
子
詔
。
乃
陰
聚
徒
黨
及
謀
反
者
、

厚
養
亡
命
、
欲
以
有
爲
。
臣
等
議
論
如
法
。
制
曰
。
朕
不
忍
致
法
於
王
。
其
赦
長
死
罪
、
廢
勿
王
。
臣
倉
等
昧
死
言
。
長
有
大
死
罪
。

陛
下
不
忍
致
法
。
幸
赦
、
廢
勿
王
。
臣
請
處
蜀
郡
嚴
衜
邛
郵
、
遣
其
子
母
從
居
。
縣
爲
築
葢
家
室
、
皆
廩
食
、
給
薪
菜
鹽
豉
炊
食
器

席
蓐
。（
訳
文
は
上
記
『
漢
書
』
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
の
句
点
の
切
り
方
の
違
い
か
ら
、

『
漢
書
』
で
は
御
史
大
夫
の
事
を
行
う
の
は
、
馮
敬
で
あ
る
が
『
史
記
』
で
は
宗
正
の
臣
逸
と
な
っ
て
い
る
。）『
史
記
』「
淮
南
衡
山

列
傳
第
五
十
八
」
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『
史
記
』「
孝
文
本
紀
」
の
有
司
は
、『
史
記
』「
淮
南
衡
山
列
傳
」
や
『
漢
書
』「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
」
の
記
述
か
ら
、
丞
相
張
蒼
、
典

客
馮
敬
、
宗
正
、
廷
尉
な
ど
の
高
官
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
『
漢
書
』「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
」
の
有
司
は
、『
史
記
』
で
は
群
臣

あ
る
い
は
臣
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
前
後
の
文
脈
か
ら
、『
漢
書
』
の
有
司
は
、
列
侯
二
千
石
臣
嬰
等
四
十
三
人
や
臣
蒼
等
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
有
司
を
丞
相
や
御
史
大
夫
、
廷
尉
な
ど
の
高
官
や
列
侯
吏
二
千
石
の
臣
だ
と
考
え
る
と
、
有

司
が
皇
帝
の
側
近
く
で
、
太
子
や
皇
后
の
存
立
、
税
制
・
官
吏
登
用
・
外
交
・
軍
事
・
刑
罰
・
祭
祀
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
国
家
政
策
に
関

与
で
き
た
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
は
し
な
い
。

『
漢
書
』
の
有
司
の
記
述
は
二
百
二
十
六
箇
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
司
が
示
す
像
は
必
ず
し
も
一
つ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
丞
相
や
御

史
大
夫
な
ど
の
高
官
も
『
漢
書
』
に
お
け
る
有
司
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

四
、『
漢
書
』
に
お
け
る
「
下
有
司
」
と
い
う
表
現
の
検
討

前
述
の
三
、
で
は
、『
漢
書
』
の
昭
帝
以
後
の
記
述
、『
漢
書
』
の
武
帝
以
前
で
史
記
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
、
及
び
『
漢
書
』
と
『
史

記
』
に
共
通
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、『
漢
書
』
の
特
徴
的
表
現
の
抽
出
を
試
み
た
。
そ
の

結
果
、『
漢
書
』
で
は
、
有
司
に
対
す
る
負
の
評
価
表
現
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
、『
史
記
』
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
下
有
司
」
と

い
う
表
現
が
現
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
、
二
の
例
文
か
ら
で
は
あ
る
が
、
有
司
が
丞
相
や
御
史
大
夫
、
廷
尉
な
ど
の
高
官
で
あ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
四
、
で
は
、
こ
の
「
下
有
司
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

「
下
有
司
」「
下
有
司
議
」「
下
有
司
案
験
」
な
ど
の
語
は
、『
漢
書
』
で
は
、
昭
帝
以
後
の
有
司
表
現
百
四
十
八
箇
所
の
内
三
十
二
箇
所
、

武
帝
以
前
の
有
司
表
現
七
十
八
箇
所
の
内
一
箇
所
の
、
合
計
三
十
三
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
武
帝
以
前
の
有
司
の
記
述
一
箇
所
は
、『
史

記
』
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
は
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
有
司
と
し
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、「
下
有
司
」
と
い
う
語
は
明
ら
か
に

『
漢
書
』
の
特
徴
的
表
現
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
こ
の
三
十
三
箇
所
の
内
に
は
、
宗
廟
や
瑞
祥
な
ど
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
は
、
刑
罰
に
関
わ
る
も
の
で
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あ
る
。
そ
し
て
三
、（
一
）
で
示
し
た
よ
う
な
、
疑
獄
な
ど
の
案
件
を
有
司
に
下
す
よ
う
上
奏
す
る
者
→
上
奏
先
・
皇
帝
→
実
行
者
と
し
て

の
有
司
と
い
う
流
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
表
現
の
刑
罰
と
皇
帝
後
継
問
題
に
つ
い
て
の
例
文
を
挙
げ
る
。

　

‌�
安
世
遂
從
獄
中
上
書
、
告
敬
聲
與
陽
石
公
主
私
通
、
及
使
人
巫
祭
祠
詛
上
且
上
甘
泉
當
馳
衜
埋
偶
人
、
祝
詛
有
惡
言
。
下
有
司
案
驗

賀
、
窮
治
所
犯
、
遂
父
子
死
獄
中
、
家
族
。（
朱
安
世
は
つ
い
に
獄
中
か
ら
上
書
し
て
敬
声
（
賀
の
子
）
が
陽
石
公
主
と
私
通
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
彼
が
巫
に
祭
ら
せ
て
主
上
を
呪
詛
し
、
北
山
の
甘
泉
宮
に
上
る
時
、
御
成
道
に
偶
人
を
埋
め
さ
せ
、
呪
い
を
か
け
悪

罵
し
た
こ
と
を
告
発
し
た
。
よ
っ
て
そ
の
上
奏
を
有
司
に
下
げ
渡
し
、
賀
の
罪
を
調
べ
さ
せ
た
。
そ
の
罪
状
が
徹
底
的
に
調
べ
ら
れ
、

つ
い
に
父
子
は
獄
中
で
死
に
、
そ
の
一
家
も
族
滅
さ
れ
た
。）「
公
孫
劉
田
王
楊
蔡
陳
鄭
傳
第
三
十
六
」
刑
罰
（
武
帝
以
前
の
記
述
）

　

‌�

賢
父
上
書
訟
罪
、
告
廣
漢
、
事
下
有
司
覆
治
。
禹
坐
要
斬
、
請
逮
捕
廣
漢
。（
賢
の
父
は
上
書
し
て
無
罪
を
訴
え
、
廣
漢
を
告
訴
し

た
。
案
件
を
有
司
に
下
げ
渡
し
て
再
び
調
べ
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
禹
は
腰
斬
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
広
漢
の
逮
捕
が
奏
請
さ
れ
た
。）「
趙

尹
韓
張
兩
王
傳
第
四
十
六
」
刑
罰

　

‌�

莽
旣
尊
重
、
欲
以
女
配
帝
爲
皇
后
、
以
固
其
權
、
奏
言
「
皇
帝
卽
位
三
年
，
長
秋
宮
未
建
，
液
廷
媵
未
充
。
…
（
中
略
）
…
博
采
二

王
後
及
周
公
孔
子
世
列
侯
在
長
安
者
適
子
女
。」
事
下
有
司
、
上
衆
女
名
、
王
氏
女
多
在
選
中
者
。（
莽
は
既
に
尊
重
さ
れ
た
が
、
女

を
帝
に
娶
わ
せ
皇
后
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
権
力
を
固
め
た
い
と
望
み
、「
皇
帝
は
位
に
即
い
て
三
年
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
長
秋

宮
は
ま
だ
建
て
ら
れ
ず
、
奥
向
き
の
媵
も
ま
だ
揃
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
…
（
中
略
）
…
そ
の
た
め
に
は
、
博
く
前
二
朝
の
王
の
後
裔

及
び
周
公
、
孔
子
の
子
孫
や
長
安
に
お
る
列
侯
の
嫡
出
の
子
女
か
ら
お
選
び
な
さ
い
ま
せ
。」
と
言
上
し
た
。
事
は
有
司
に
下
げ
渡
さ

れ
、
多
く
の
女
子
の
名
簿
が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
王
氏
の
女
が
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。）「
王
莽
傳
第
六
十
九
上
」
後
継

こ
れ
ら
の
例
文
に
み
ら
れ
る
「
下
有
司
」
の
有
司
と
は
ど
う
い
う
人
々
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
疑
獄
案
件
を
調
べ
る
以
上
、
そ
れ

は
廷
尉
な
ど
の
司
法
を
掌
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
廷
尉
と
い
う
高
官
を
指
す
の
か
、
そ
の
属
官
を
指
す
の
か
、
更
に
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地
方
の
司
法
官
を
指
す
の
か
、
ま
た
、
漠
然
と
司
法
を
掌
る
者
ま
た
は
そ
の
部
署
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、

残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
皇
帝
の
皇
后
選
び
の
た
め
の
名
簿
を
作
成
す
る
と
い
う
の
も
、
同
様
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
「
有
司
曰
」
な
ど

の
表
現
で
、
皇
帝
に
直
接
意
見
や
政
策
を
述
べ
て
い
た
有
司
と
は
異
な
る
像
の
有
司
の
記
述
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
少
し
視
点
を
変
え
て
「
下
有
司
」
と
い
う
表
現
を
、
文
章
の
制
式
化
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

文
章
の
制
式
化
に
つ
い
て
は
、
徐
公
持
が
、
秦
代
に
皇
帝
が
使
用
す
る
言
葉
と
し
て
命
を
「
制
」、
令
を
「
詔
」
と
し
た
こ
と
や
、
臣
下

が
使
用
す
る
言
葉
と
し
て
李
斯
が
自
ら
を
「
臣
」
と
称
し
上
奏
の
際
に
は
必
ず
「
丞
相
臣
斯
昧
死
言
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
徐
公
持
に
よ
れ
ば
、「
昧
死
言
」
と
い
う
表
現
は
、
李
斯
以
前
で
は
韓
非
子
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
用
例
は
非
常
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
言
葉
が
使
わ
れ
た
背
景
と
し
て
、
君
臣
関
係
の
変
化
が
あ
る
と
す
る
。
春
秋
時
代
の
君

臣
関
係
は
、
臣
下
は
君
主
の
統
治
権
力
を
認
め
る
と
同
時
に
君
主
に
対
し
て
道
徳
を
要
求
し
、
も
し
道
徳
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
統

治
権
力
の
合
法
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
相
対
的
な
君
主
関
係
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
戦
国
を
経
て
統
一
秦
に
な
る
と
、
そ
れ

が
絶
対
的
な
君
主
関
係
に
変
わ
り
、
君
主
に
対
す
る
表
現
も
、
皇
帝
の
威
厳
と
権
力
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
君
臣
の
上
下
・
貴
賤
を
は
っ

き
り
分
け
、
甚
だ
し
き
は
自
ら
の
人
格
を
も
抹
殺
し
て
し
ま
う
「
昧
死
言
」
と
い
う
表
現
を
用
い
始
め
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
表
現
は
、

秦
代
の
制
度
を
受
け
継
い
だ
漢
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
二
千
年
余
り
使
わ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
。

「
下
有
司
」
と
い
う
語
も
、
先
秦
文
献
や
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
言
葉
だ
が
、『
漢
書
』
に
現
れ
て
以
降
、『
後
漢
書
』
や
『
宋
史
』

な
ど
の
史
書
文
献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
表
現
で
あ
る
。「
下
有
司
」
と
い
う
語
を
、『
漢
書
』
の
撰
者
が
李
斯
の
よ
う
に
意

識
的
に
用
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
『
漢
書
』
の
編
纂
に
当
た
り
利
用
し
た
資
料
の
中
に
、
こ
う
し
た
表
現
が
あ
り
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
「
下
有
司
」
は
、
上
位
の
者
か
ら
下
位
の
者
へ
の
言
葉
、
つ
ま
り

皇
帝
の
立
場
か
ら
の
表
現
で
あ
り
、『
漢
書
』
の
撰
者
は
、
皇
帝
の
立
場
か
ら
の
表
現
を
用
い
て
、『
漢
書
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
だ
ろ
う
。

（
18
）
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お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、『
漢
書
』
に
お
い
て
、
有
司
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
記
述
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
例
文
を
挙
げ
な
が
ら
検
討

し
て
き
た
。

『
漢
書
』
に
お
け
る
有
司
は
、
皇
帝
の
側
近
く
で
、
皇
太
子
や
皇
后
の
存
立
、
税
制
、
官
吏
登
用
、
外
交
・
軍
事
、
刑
罰
、
祭
祀
等
の
重

要
な
政
策
の
決
定
に
関
与
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
特
に
、
祭
祀
と
刑
罰
へ
の
関
与
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
『
史
記
』
に
お
い
て
も
見
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、『
漢
書
』
に
は
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
表

現
、
も
う
一
つ
は
、「
下
有
司
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
下
有
司
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
上
奏
者
と
皇
帝
と
実
行
者
と
し
て
の
有
司
と

い
う
三
者
の
存
在
が
見
え
る
。『
史
記
』
に
お
い
て
「
有
司
曰
」「
有
司
請
」
な
ど
の
直
接
的
な
表
現
で
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
た
有
司

と
は
、
異
な
る
像
の
有
司
が
『
漢
書
』
に
は
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
昭
帝
以
後
の
『
漢
書
』
で
有
司
と
称
さ
れ
る
人
々
、
特
に
「
下
有
司
」

で
表
現
さ
れ
る
人
々
と
、『
史
記
』
に
お
い
て
有
司
と
称
さ
れ
る
人
々
に
、
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
漢
書
』
に
お
い
て
も
、
有
司
は
『
史
記
』
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
重
要
な
政
策
に
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
漢

書
』
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
政
策
に
関
与
で
き
る
高
官
を
有
司
と
見
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、『
漢
書
』
で
は
、
そ
う
し
た

人
々
と
は
別
に
、
上
奏
案
件
を
処
理
す
る
実
行
者
と
し
て
の
有
司
と
い
う
存
在
が
そ
の
記
述
表
現
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
。

ま
た
、「
下
有
司
」
と
い
う
表
現
は
、
皇
帝
か
ら
の
視
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
漢
書
』
の
撰
者
の
叙
述
の
立
ち
位
置

が
窺
え
る
。
稲
葉
一
郎
が
、『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
叙
述
の
立
場
に
つ
い
て
、「
司
馬
談
・
遷
父
子
は
そ
れ
ぞ
れ
一
官
僚
と
し
て
王
朝
に

仕
え
た
の
に
対
し
て
、
班
固
父
子
に
と
っ
て
漢
帝
室
は
い
わ
ば
姻
戚
で
あ
り
、
身
近
で
あ
る
と
と
も
に
神
聖
な
王
朝
で
あ
っ
た
し
、
と
く

に
班
固
は
皇
帝
か
ら
漢
朝
の
歴
史
を
書
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
班
固
の
叙
述
の
立
ち
位
置
は
、
皇
帝
・

漢
帝
室
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
有
司
の
職
務
に
対
す
る
負
の
評
価
表
現
が
、『
漢
書
』
の
昭
帝
以
降
の
文
章
に
現
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

一
方
『
史
記
』
の
撰
者
の
視
点
は
、
一
官
僚
と
い
う
有
司
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
有
司
に
対
す
る
直
接
的
な
負
の
評
価
記
述
は
現
れ
に
く

い
。

（
19
）
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『
漢
書
』
の
撰
者
の
叙
述
の
立
ち
位
置
・
視
点
が
、『
漢
書
』
の
叙
述
表
現
に
、『
史
記
』
と
は
異
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

な
お
、「
吏
」
と
「
有
司
」
の
叙
述
表
現
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
資
料
一
）

【
十
二
帝
紀
】
四
十
四
箇
所

　
「
文
帝
紀
第
四
」
七
箇
所
「
景
帝
紀
第
五
」
三
箇
所
「
武
帝
紀
第
六
」
五
箇
所
「
昭
帝
紀
第
七
」
三
箇
所

　
「
宣
帝
紀
第
八
」
七
箇
所
「
元
帝
紀
第
九
」
四
箇
所
「
成
帝
紀
第
十
」
六
箇
所

　
「
哀
帝
紀
第
十
一
」
四
箇
所
「
平
帝
紀
第
十
二
」
五
箇
所

【
八
表
】
二
箇
所	

　
「
高
惠
高
后
文
功
臣
表
第
四
」
二
箇
所

【
十
志
】
三
十
四
箇
所

　
「
律
歴
志
第
一
上
」
一
箇
所
「
礼
楽
志
第
二
」
一
箇
所
「
刑
法
志
第
三
」
一
箇
所

　
「
食
貨
志
第
四
上
」
一
箇
所
「
食
貨
志
第
四
下
」
三
箇
所
「
郊
祀
志
第
五
上
」
十
一
箇
所

　
「
郊
祀
志
第
五
下
」
十
三
箇
所
「
五
行
志
第
七
上
」
二
箇
所
「
五
行
志
第
七
中
之
下
」
一
箇
所

【
七
十
傳
】
百
四
十
六
箇
所

　
「
韓
彭
英
盧
呉
傳
第
四
」
一
箇
所
「
荊
燕
呉
傳
第
五
」
一
箇
所
「
楚
元
王
傳
第
六
」
一
箇
所

　
「
高
五
王
傳
第
八
」
一
箇
所
「
張
陳
王
周
傳
第
十
」
一
箇
所
「
酈
陸
朱
劉
叔
孫
傳
第
十
三
」
一
箇
所

　
「
淮
南
衡
山
濟
北
王
傳
第
十
四
」
五
箇
所
「
蒯
伍
江
息
夫
傳
第
十
五
」
二
箇
所

　
「
萬
石
衛
直
周
張
傳
第
十
六
」
一
箇
所
「
文
三
王
傳
第
十
七
」
五
箇
所
「
賈
誼
傳
第
十
八
」
一
箇
所

　
「
爰
盎
鼂
錯
傳
第
十
九
」
四
箇
所
「
景
十
三
王
傳
第
二
十
三
」
十
三
箇
所

　
「
董
仲
舒
傳
第
二
十
六
」
二
箇
所
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「
司
馬
相
如
傳
第
二
十
七
上
」
一
箇
所
「
司
馬
相
如
傳
第
二
十
七
下
」
一
箇
所

　
「
杜
周
傳
第
三
十
」
一
箇
所
「
司
馬
遷
傳
第
三
十
二
」
一
箇
所
「
武
五
子
傳
第
三
十
三
」
五
箇
所

　
「
嚴
朱
吾
丘
主
父
徐
嚴
終
王
賈
傳
第
三
十
四
上
」
四
箇
所

　
「
嚴
朱
吾
丘
主
父
徐
嚴
終
王
賈
傳
第
三
十
四
下
」
二
箇
所

　
「
公
孫
劉
田
王
楊
蔡
陳
鄭
傳
第
三
十
六
」
四
箇
所
「
楊
胡
朱
梅
云
傳
第
三
十
七
」
二
箇
所

　
「
霍
光
金
日
磾
傳
第
三
十
八
」
一
箇
所
「
傅
常
鄭
甘
陳
段
傳
第
四
十
」
二
箇
所

　
「
雋
疏
于
薛
平
彭
傳
第
四
十
一
」
二
箇
所
「
王
貢
兩
龔
鮑
傳
第
四
十
二
」
一
箇
所

　
「
韋
賢
傳
第
四
十
三
」
二
箇
所

　
「
魏
相
丙
吉
傳
第
四
十
四
」
一
箇
所
「
眭
兩
夏
侯
京
翼
李
傳
第
四
十
五
」
二
箇
所

　
「
趙
尹
韓
張
兩
王
傳
第
四
十
六
」
四
箇
所
「
蓋
諸
葛
劉
鄭
孫
毌
將
何
傳
第
四
十
七
」
二
箇
所

　
「
蕭
望
之
傳
第
四
十
八
」
四
箇
所
「
馮
奉
世
傳
第
四
十
九
」
四
箇
所
「
宣
元
六
王
傳
第
五
十
」
八
箇
所

　
「
匡
張
孔
馬
傳
第
五
十
一
」
三
箇
所
「
王
商
史
丹
傅
喜
傳
第
五
十
二
」
二
箇
所

　
「
薛
宣
朱
博
傳
第
五
十
三
」
三
箇
所
「
翟
方
進
傳
第
五
十
四
」
三
箇
所

　
「
谷
永
杜
鄴
傳
第
五
十
五
」
二
箇
所
「
何
武
王
嘉
師
丹
傳
第
五
十
六
」
九
箇
所

　
「
儒
林
傳
第
五
十
八
」
一
箇
所
「
游
俠
傳
第
六
十
二
」
一
箇
所
「
佞
幸
傳
第
六
十
三
」
四
箇
所

　
「
匈
奴
傳
第
六
十
四
下
」
一
箇
所
「
西
南
夷
兩
粵
朝
鮮
傳
第
六
十
五
」
一
箇
所

　
「
西
域
傳
第
六
十
六
下
」
一
箇
所
「
外
戚
傳
第
六
十
七
上
」
四
箇
所
「
外
戚
傳
第
六
十
七
下
」
九
箇
所

　
「
元
后
傳
第
六
十
八
」
一
箇
所
「
王
莽
傳
第
六
十
九
上
」
七
箇
所
「
王
莽
傳
第
六
十
九
中
」
一
箇
所

注

（
1
）	

張
亜
初
・
劉
雨
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
九
七
頁
を
参
照
。
釋
文
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷

周
金
文
集
成
』（
修
訂
増
補
本
）（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
で
確
認
。
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（
2
）	

（
前
掲
注
１
）
張
亜
初
・
劉
雨
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
二
六
、
二
七
、
五
七
、
九
七
、　

一
〇
五
～
一
一
〇
頁

を
参
照
。
主
に
、
五
七
頁
の
有

の
項
、
一
〇
五
～
一
一
〇
頁
の
表
、
二
六
頁
の
太
史
の
項
を
順
序
を
入
れ
替
え
訳
し
要
約
し
た
。
こ
の
他
周

の
官
制
に
つ
い
て
は
、
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
が
『
古
代
中
国
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
〇
～
二
六
一
頁
の
中
で
、「
卿
事

寮
や
三
有
司
と
し
て
一
括
さ
れ
る
司
土
・
司
馬
・
司
工
な
ど
の
官
や
、
師
氏
・
小
子
な
ど
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
卿
事
寮
は
お
そ
ら
く

祭
祀
を
司
る
、
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、『
周
礼
』
に
い
う
冢
宰
と
春
官
宗
伯
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
あ
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
本
来
は
こ
の
卿
事
寮
の
う
ち
に
三
有
司
も
含
ま
れ
、
最
高
の
行
政
機
関
で
あ
っ
た
が
、
中
期
に
三
有
司
が
卿
事
寮
か
ら
分
離
し
、
卿
事

寮
は
宮
内
官
的
性
格
が
強
く
な
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
秀
海
は
、
番
生
𣪘
の
銘
文
か
ら
、
周
代
に
は
公
族
寮
、
卿
事
寮
、
太
史

寮
の
三
寮
が
あ
っ
た
と
す
る
。「
西
周
官
制
の
基
本
構
造
」（『
史
学
雑
誌
』
九
四
（
一
）、
一
九
八
五
年
）。

（
3
）	

原
文
で
は
、
大
史
寮
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
史
の
項
目
の
第
一
行
目
に
「
大
史
（
太
史
）」
と
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
大
史
は
太
史
の

こ
と
で
あ
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
こ
こ
で
は
統
一
し
て
大
史
を
太
史
、
大
史
寮
を
太
史
寮
と
訳
し
記
す
こ
と
と
し
た
。

（
4
）	

阎
步
克
「
秦
汉
官
吏
为
什
么
用
“
若
干
石
”
为
等
级
？
」（『
文
史
知
识
』
二
〇
〇
二
年 

第
一
〇
期
）。

（
5
）	

拙
稿
「『
史
記
』「
封
禅
書
」
考
―
有
司
の
記
述
に
着
目
し
て
―
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
八
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
6
）	

（
前
掲
注
５
）
拙
稿
「
史
記
』「
封
禅
書
」
考
―
有
司
の
記
述
に
着
目
し
て
―
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
八
号
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、

「
平
準
書
」
の
有
司
記
述
に
つ
い
て
の
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
7
）	

稲
葉
一
郎
等
先
学
が
『
後
漢
書
』「
班
彪
列
傳
第
三
十
上
・
下
」「
列
女
傳
第
七
十
四
・
曹
世
叔
妻
」
を
根
拠
に
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
漢

書
』
は
、
班
固
が
父
班
彪
の
『
後
伝
』
を
つ
ぎ
撰
し
、
班
固
の
死
後
は
未
完
部
分
を
妹
の
昭
が
補
綴
し
、
八
表
と
天
文
志
は
馬
続
の
援
助
を
受

け
て
完
成
し
た
と
い
う
。
稲
葉
一
郎
『
中
国
史
学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
九
一
～
一
九
二
頁
。『
漢
書
』
の
ど
の

部
分
を
誰
が
著
し
た
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
『
漢
書
』
の
撰
者
と
い
う
場
合
に
は
、
特
に
注
し
な
い
限
り
班
彪
、

班
固
の
両
者
を
指
し
、
こ
の
両
者
を
区
別
し
な
い
。

（
8
）	

本
稿
で
は
『
漢
書
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
班
固
『
漢
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
を
用
い
た
。『
史
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
瀧
川
亀

太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』（
史
記
会
注
考
証
校
補
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）
を
使
用
。

（
9
）	

有
司
と
い
う
語
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、
台
湾
中
央
研
究
院
の
漢
籍
電
子
文
献
瀚
典
全
文
検
索
系
統
漢
籍
全
文
資
料
庫http://hanchi.ihp.
sinica.edu.tw

/ihp/hanji.htm

　
（
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
閲
覧
）
を
利
用
。
注
や
校
勘
を
除
い
た
箇
所
数
は
二
百
二
十
八
箇
所
で
あ
る
が
、

「
司
馬
有
り
」
を
有
司
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
も
の
が
、「
百
宮
公
卿
表
第
七
上
」
と
「
揚
雄
傅
第
五
十
七
上
」
に
あ
る
た
め
、
そ
の
二
箇
所
を
除
き

該
当
箇
所
数
を
二
百
二
十
六
箇
所
と
し
た
。

（
10
）	

『
漢
書
』
は
一
般
に
断
代
史
と
さ
れ
る
が
、
柴
田
昇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
帝
紀
以
外
の
部
分
、
志
や
表
で
は
五
帝
以
来
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
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い
る
。
柴
田
昇
「『
漢
書
』
初
探
―
『
漢
書
』
の
成
立
と
発
想
に
関
す
る
初
歩
的
研
究
―
」
柴
田
昇
編
著
『『
漢
書
』
と
そ
の
周
辺
―
秦

漢
文
献
資
料
研
究
―
』（
崑
崙
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
、
二
〇
～
二
一
頁
を
参
照
。
た
だ
本
稿
の
こ
こ
で
は
、
帝
紀
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
の
で
、
断
代
史
と
い
う
語
を
用
い
た
。

（
11
）	

（
前
掲
注
５
）
拙
稿
を
参
照
。
な
お
、
こ
れ
以
降
本
稿
で
『
史
記
』
の
有
司
記
述
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
は
、
特
に
注
し
な
い
限
り
、
拙
稿

を
そ
の
言
の
拠
り
所
と
す
る
。

（
12
）	
現
代
語
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
小
竹
武
夫
『
漢
書
』（
上
（
一
九
七
七
年
）・
中
（
一
九
七
八
年
）・
下
巻
（
一
九
七
九
年
）
筑
摩
書
房
）
を
参
照

し
つ
つ
、
筆
者
が
訳
し
た
。

（
13
）	

大
庭
修
一
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
皇
帝
の
命
令
は
、
策
書
、
制
書
、
詔
書
、
戒
書
の
四
種
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
命
令
の
出
し
方
に
は
、
初
め

か
ら
皇
帝
が
こ
う
い
う
こ
と
を
法
律
に
す
る
と
言
い
切
っ
て
出
す
場
合
と
、
こ
う
い
う
法
律
を
作
り
た
い
が
、
詳
細
は
相
談
せ
よ
と
命
じ
、
官

僚
が
作
成
し
た
規
定
を
皇
帝
が
承
認
し
て
公
布
す
る
場
合
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
が
制
書
、
後
者
が
詔
書
の
形
を
と
る
と
い
う
。
大
庭
脩
一
『
秦

漢
法
制
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
九
～
十
頁
、
二
〇
三
頁
を
参
照
。

（
14
）	

西
嶋
定
生
『
秦
漢
帝
国
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
六
頁
を
参
照
。

（
15
）	

（
前
掲
注
13
）
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
十
二
頁
を
参
照
。
大
庭
脩
は
、
そ
う
し
た
制
度
の
変
化
か
ら

前
漢
の
権
力
中
枢
機
関
に
つ
い
て
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
に
後
世
の
少
府
の
變
質
の
經
過
を
踏
ま
え
て
み
た
時
、
秦
か
ら
漢
初
に

か
け
て
の
少
府
が
い
か
に
未
分
化
の
狀
態
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
同
時
に
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
尚
書
の
臺
頭
と

そ
の
後
の
展
開
を
皇
帝
の
秘
書
機
関
の
成
長
と
い
う
制
度
史
の
一
つ
の
法
則
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
な
ら
ば
、
前
代
に
お
い
て
秘
書
的
な
職
務
に

あ
り
、
前
漢
に
い
て
權
力
の
中
樞
に
な
っ
て
い
た
官
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
か
け
が
可
能
で
あ
ろ
う
。」
と
。

（
16
）	

張
翼
は
『
漢
書
』
の
武
帝
以
前
の
記
述
に
つ
い
て
「
漢
書
、
武
帝
以
前
紀
傳
多
用
史
記
原
文
、
惟
移
換
之
法
別
見
翦
裁
。」
と
述
べ
て
い
る
。

張
翼
著
・
王
樹
民
校
證
『
廿
二
箚
記
校
證
』
上
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
頁
。
こ
の
他
楊
樹
達
『
楊
樹
達
文
集
・
積
微
居
小
學
金
石

論
叢
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
四
三
〇
頁
に
、「
漢
書
百
巻
，
自
武
帝
以
前
全
本
史
記
，
此
人
人
所
知
也
。」
の
記
載
あ
り
。

（
17
）	

（
前
掲
注
７
）
稲
葉
一
郎
『
中
国
史
学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
六
頁
を
参
照
。

（
18
）	

徐
公
持
「
论
秦
汉
制
式
文
章
的
发
展
及
其
文
学
史
意
义
」（『
文
学
遗
产
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
）。

（
19
）	

（
前
掲
注
７
）
稲
葉
一
郎
『
中
国
史
学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
八
頁
を
参
照
。


